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【注意事項】

■競技方法
①ダブルス３チーム（男・女・混）による対抗戦、２チーム以上
が勝ち点を上げたチームが勝者となる。

（ ）②ラウンドロビン方式 試合方法は天候等により変更も有り得る
にて行い、変更等が発生しない場合には１セットマッチ（６オ
ール１２ポイントタイブレーク）とする。

■対戦順序
、 。 、①対戦前 チーム監督による対戦オーダー表の交換を行う また

終了後は対戦結果報告並びに使用球を勝利者チーム監督が本部
まで届けること。

②原則として、男子ダブルス→女子ダブルス→混合ダブルスの順
序にて対戦を行う。尚、原則として勝者チームが決定した後も
対戦は全て行う。

■シューズはハードコート用テニスシューズを使用のこと。
■練習は１Ｒのみ５分間、２Ｒ以降はサービス４本のみとする。

■怪我の対処
①対戦中、不慮の事故等により怪我をした場合、１事故について
３分間のインジュリータイムを与える。

②事故した者が後の対戦に出場出来ない場合、２組での対戦を認
める。

■失格の対処
①参加選手資格の虚偽が発覚した場合、その時点で確認を取り対
処する。虚偽の場合は即座に失格となる。但し、失格をするの
は本人のみであり、チーム全体は１ポイントを失う。その後も
チーム同士の対戦は成立するが、失格組はエキジビションとし
て対戦とする。

■試合上の注意
①ボールはダンロップフォートイエローを使用する。試合中、ロ
ストボールが発生した場合、試合開始２ゲームまではニューボ
ールと交換する。それ以降はセットボールと交換する。

②本大会の試合は原則としてセルフジャッジで行う。
③ベンチコーチは１試合につき１名とする。


